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神奈川県議会　2018年　第３回定例会（後半）報告

と
も
に
生
き
る
社
会
め
ざ
し

す
み
や
か
に

朝
鮮
学
校
へ
の
補
助
再
開
を

差
別
禁
止
条
例
の
制
定
を

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
特
定
の
民
族
へ
の

差
別
的
言
動
で
、
外
国
籍
県
民
を
震
撼
さ

せ
、
平
穏
な
暮
ら
し
の
障
害
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

大
山
県
議
は
、
こ
の
間
、
横
浜
市
、
川

崎
市
、
相
模
原
市
に
お
い
て
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
が
企
画
さ
れ
る
中
、
そ
れ
ら
の
規

制
に
は
市
に
よ
っ
て
濃
淡
が
あ
り
、
広
域

自
治
体
と
し
て
県
が
規
制
す
る
姿
勢
を
示

す
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
国
会
議
員
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
発
言
が

問
題
に
な
っ
た
よ
う
に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
差
別
の
解
消
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と

主
張
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
規
制
条
例
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
差

別
解
消
条
例
の
制
定
に
取
り

組
む
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
に
向
け
た
効
果
的
方
策
を
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
差
別
解
消

は
、
条
例
制
定
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

方
々
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　

政
府
は
、
高
校
無
償
化
か
ら
朝
鮮
学
校

だ
け
を
排
除
し
て
い
ま
す
が
、
１
道
７
県

で
は
子
ど
も
た
ち
の
学
習
権
を
守
る
た
め

に
補
助
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
県
は
朝
鮮
学
校
の
教
科
書
の
中
身
に

干
渉
し
て
改
訂
を
条
件
づ
け
、
２
０
１
６

年
か
ら
補
助
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
弁
護
士
会
は
県
に
対
し
、
１１

月
に
人
権
侵
害
で
あ
る
と
の
「
警
告
」
を

発
し
ま
し
た
。

　

知
事
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
「
警
告
」

を
真
摯
に
受
け
止
め
て
補
助
を
再
開
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
が
、「
ス
タ
ン
ス
は
変

日本共産党県議会報告 ご意見・ご要望を
お寄せください。

わ
ら
な
い
」
と
人
権
感
覚
を
疑
う
答
弁
に

終
始
し
ま
し
た
。

視
覚
障
が
い
者
の 

投
票
に
お
け
る 

不
利
益
の
是
正
を

　

視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
選
挙
に
関

す
る
情
報
収
集
や
投
票
の
場
面
で
の
不
都

合
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
選
管
と
連
携
し
て
、
視
覚
障
害

者
の
投
票
に
お
け
る
、
不
利
益
を
是
正
す

る
よ
う
、
求
め
ま
し
た
。

日
産
に
は
１
０
４
億
円
の
補
助
金
が 

中
小
企
業
を
さ
ら
に
支
援
す
る 

産
業
政
策
に
転
換
を

　

大
企
業
中
心
の
企
業
誘
致
策
イ
ン
ベ
ス

ト
神
奈
川
の
補
助
総
額
は
６
１
０
億
円
。

例
え
ば
日
産
一
社
に
１
０
４
億
円
も
の
助

成
金
を
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
県
内
雇
用

数
の
把
握
も
な
く
、
県
内
発
注
は
努
力
義

務
に
過
ぎ
ず
、県
内
の
大
リ
ス
ト
ラ
に
は
関

知
し
な
い
と
い
う
姿
勢
で
す
。
こ
れ
で
は
、

税
金
で
行
う
施
策
と
し
て
は
無
責
任
で
す
。

　

全
国
１８
道
府
県
の
誘
致
策
を
調
査
し

て
、
本
県
誘
致
施
策
の
課
題
が
浮
か
び
上

が
り
ま
し
た
。
県
内
雇
用
を
守
り
地
域
偏

在
を
解
消
す
る
他
県
の
誘
致
要
件
を
示

し
、
問
題
点
を
指
摘
。
大
企
業
支
援
よ
り

中
小
企
業
に
視
点
を
お
い
た
産
業
政
策
へ

の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

米
軍
ミ
サ
イ
ル
司
令
部
の 

配
備
撤
回
を
求
め
よ

　

相
模
総
合
補
給
廠
へ
の
米
軍
ミ
サ
イ
ル

司
令
部
の
設
置
は
、
同
基
地
が
米
国
の
イ

ン
ド
太
平
洋
戦
略
の
拠
点
と
な
る
こ
と
に

な
り
、
地
元
の
不
安
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

知
事
が
、
国
と
米
軍
に
配
備
撤
回
を
申

し
入
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
消
費
税
率
を
１０
％
に

引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
県
議

会
に
は
、
２
１
７
団
体
の
賛
同
を
得
た

「
消
費
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書
等
の
提

出
を
求
め
る
請
願
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
県
民
の
願
い
に
応

え
、
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る
意

見
書
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

意
見
書
案
や
請
願
は
、
他
の
全
て
の
会

派
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

大
山
県
議
が

代
表
質
問

件名
各議員団（交渉会派）の態度

結果
共産 自民 立憲 公明 民主 県政

教育費の公私間格差をなくし、子
どもたちにゆきとどいた教育を
求める請願（賛同署名１２９，４１５人）

採択 継続 採択 継続 継続 継続 継続
審査

教育格差をなくし、子どもたちに
ゆきとどいた教育を求める請願
（賛同署名１８，０７９人）

採択 不採択 不採択 不採択 不採択 不採択 不採択

公立中学校完全給食の実施に向
け、施設・設備等の補助を求める
請願

採択 不採択 不採択 不採択 不採択 不採択 不採択

中村省司県議会議員にかかわる
政務活動費返還の陳情 了承 不了承 不了承 不了承 不了承 不了承 不了承

※「立憲」…立憲民主党・民権クラブ　※「民主」…かながわ国民民主党・無所属クラブ

請願・陳情に対する賛否の状況（抜粋） 安
倍
政
権
は
消
費
税
増
税
を
中
止
せ
よ

  県議会議員   横浜市港北区

大山奈々子
産業労働常任委員会

■�県内中小企業の５割から６割が赤字経営
で、赤字でも負担を強いられるのが消費
税。事業者の苦境や複数税率に関わる諸問
題を示し、消費税増税中止を国に求めるべ
きと迫りました。
■�経営相談に使う「企業経営の未病のチェッ
クシート」は商工会・商工会議所ルートで
は企業数の３分の１しかカバーできず、小
規模企業応援隊（訪問での経営相談）も年
間８０００社に留まり、県内２０万社に対応でき
ていません。人と予算を拡充すべきと要望
しました。
■�外国人技能実習生の人権問題が顕在化する
なか、家事援助での活用、産業技術短期大
学の外国人枠、外国人起業家支援など、県
は外国人の受け入れを進めています。
　�企業への指導など根本的解決策がないこと
が問題であり、生活や仕事上の困難に直面
する外国人労働者の相談体制の強化を求め
ました。

県政・県議会改革に努めます
◆�建設企業常任委員会に出された港北区の篠
原園地プールの存続を求める陳情は、共産
党以外の会派の反対で「不了承」に。（裏面
参照）
　�改修費は一般会計のわずか０．０１０９％で、予
備費（５億円）で対応可能なもの。陳情に
込められた保育園や障がい児施設の切実な
願いを叶える県政であるべきです。
◆�県議会も、もっと県民に開かれた議会であ
るべきで、さらなる議会改革が必要です。
◆�財界の顔色を気にせず、まっすぐ知事や県
側に迫れる共産党の役割や存在意義を実感
してきました。実現すべき県民要求は山積
みです。誰一人置き去りにしない県政をつ
くります。


